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静岡県南伊豆町入間海岸に見られる 
高波で回転した極粗粒巨礫

北村晃寿 1，2・山本有夏 1・狩野謙一 2

Discovery of a very coarse boulder rolled by storm surge 
on beach at Iruma, Minami-Izu, Shizuoka, Central Japan

Akihisa Kitamura1，2, Yuka Yamamoto1 and Ken-ichi Kano2

Abstract　We found emerged cluster of calcareous tubes of Pomatoleios kraussii on a very coarse 
boulder, 3.0 × 2.7 × 1.0 m in size and estimated to >7 ton, on beach at Iruma, Minami-izu, Shizuoka, 
Central Japan. The cluster is distributed at 0.8‒1.4 m above mean sea-level. Radiocarbon dating of the 
fossils indicates that the boulder was emplaced after AD 1950. Based on the occurrence of the fossils 
and disaster record of the 1974 Izu Peninsula earthquake, the boulder may be rolled by a storm surge 
associated with typhoon Tip at 1979.
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はじめに

津波は，数m～十数mの大きさの巨礫を運搬すること
があり，これを津波石という．伊豆半島では，北村ほか

（2014）が1854年の安政東海地震の津波石を下田市大浦
湾で発見している（図1a）．本論の研究対象である海生
固着動物遺骸が付着した巨礫は，南伊豆町入

いる

間
ま

湾の海岸
で，著者の一人の狩野が伊豆半島ジオガイド協会の巡検
案内の際に参加者とともに発見したものである（図1b，
2）．この場所では，古文書記録から，安政東海地震によ
る津波が高さ13.2‒16.5mに達したと推定されている（渡
辺，1998）．また，入間湾奥に形成されている砂堆は1000
年以上かけて成長したもので，砂丘砂層に挟まれて高潮
や津波によって堆積したと考えられる砂礫層が少なくと
も5層見られるという（藤原ほか，2009）．したがって，
巨礫が安政東海地震あるいはそれ以前の津波による津波
石の可能性がある．そこで，北村と山本が産状を調査し，
遺骸の一部を採取し，14C年代を測定した結果，1950年
代以降の年代を示すことが分かった．したがって，巨礫

は津波石ではなく，1950年代以降の台風に伴う高波で回
転したことが判明したので，ここに報告する．

調査地点

静岡県南伊豆町の入間湾は，湾口が約200mで奥行が約
160mの南西方に開いた小さい湾である．研究対象の巨礫
は湾内の東海岸にあり（北緯34°37′3756″，東経138°48′
3691″），海蝕崖を背にし，崖からの大小多数の落下岩塊
を含む礫浜からその西側の礫浜への移行域にあたる（図
2a）．海蝕崖とそこから連続する露頭の下部は伊豆半島南
部の基盤を構成する鮮新統白浜層群の一

い

色
しき

凝灰質岩層の
白色凝灰岩層であり，その上位に吉田安山岩層の火山角
礫岩～凝灰角礫岩がある（狩野・伊藤，2016）．両層の境
界年代は約4Maである．巨礫のほとんどは吉田安山岩層
起源で，研究対象の巨礫もその一つである．なお，この
場所は1974年5月9日に発生した伊豆半島沖地震（M6.9，
石廊崎の震度V；気象庁）で落石が生じており，飯田・
正木（1975）が「海岸では巨大な落石が多かった」と報
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告するとともに写真を提示している（図2b）．
巨礫の一部は埋没しており，露出部分の長軸，中軸，短

軸は，約3.0m，約2.7m，約1.0mで，推定重量は少なくと
も7t以上である（図2c−e）．Blair and McPherson（1999）
の定義によれば，very coarse boulder（径2.0‒4.1m）に
区分される．very coarse boulderの正式な日本語名称は
ないので，本論では極粗粒巨礫とした．極粗粒巨礫の長
軸の方位はN21°Eであり，南に約34°傾斜している（図
2d，e）．巨礫の稜は磨耗していないので，ほぼ現地性で
あることを示す．海生固着動物遺骸はほぼ平坦なab面に
固着し，平均海面上約0.8‒1.4mにあり（図2e），満潮時
でも海面上にある．

方法

海生固着動物遺骸はPomatoleios kraussii（ヤッコカン
ザシ）の棲管の集合物からなり，厚さ約1cmで，保存状
態は良好である（図2f，g）．Kitamura et al.（2014）によ
ると，伊豆半島南部における同種の密集帯上限は平均海
面上約0.2mである．海生固着動物遺骸の一部を採取し，
室内で次亜塩素酸ナトリウム水溶液に24時間浸し，有機
物を除去後，試料の最内部と最外部の14C年代測定をBeta 
Analytic社に依頼した．なお，現地調査の結果，海生固
着動物遺骸が付着した巨礫は，本調査対象の巨礫以外で
は確認されなかった．

結果・考察
14C の測定値は最内部と最外部でそれぞれ 107 pMC

（beta ID: 482528, δ13C: 0.3‰）と 105 pMC（beta ID：
482529，δ13C：−0.3‰）である．pMCは% modern carbon
の略で，物質中の 14C濃度の表記法の一つで，1950年の
値を100として，次式で表される．

pMC＝（1＋Δ14C/1000）×100%
1950年以降，大気中や海洋表層のpMCは核実験によ

る 14Cの生成で2倍近く増加し，1965年以降は減少する
（e.g.，Scourse et al.，2012）．本研究対象の海生固着動物
遺骸のpMCは100を超えるので，巨礫の回転は1950年代
以降となり，津波石ではない．一方，静岡県（2016）や
都司（1981）によると，南伊豆町で巨礫を回転しうる高
潮・高波被害のあったのは1961年9月16日の台風18号

（typhoon Nancy），および1979年10月19日の台風20号
（typhoon Tip）であり，南伊豆町において前者では床上
浸水12戸，床下浸水38戸の被害があり，後者では床上
浸水2戸，床下浸水16戸の被害があったが，我々は以下
の理由から極粗粒巨礫の回転は後者の可能性が高いと考
える．

上記の通り，本調査地点では1974年の伊豆半島沖地震
で巨大な落石があった（図2b）．離水海生固着動物遺骸
には破損が見られないことから，極粗粒巨礫が落石前に
回転していたのならば，落石が遺骸に全く当たらなかっ
たことになる．さらに，この巨礫に重なる他の巨礫もな
い．落石の規模を考慮すると落石の衝突あるいは累積か
ら免れる確率はかなり低いと思われる．よって，我々は
極粗粒巨礫の回転は1961年の台風よりも伊豆半島沖地震
後の1979年の台風に伴う高波によると解釈する方が妥当
と考える．

今回の研究対象の巨礫は，回転年代が津波の発生して
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Site of a tsunami boulder caused by 
the 1854 Ansei-Tokai earthquake 
(Kitamura et al., 2014)

図1　位置図（a）伊豆半島の位置（国土地理院の全国最新写真・シームレスからダウンロード，https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.
html)．（b）海生固着動物遺骸が付着した極粗粒巨礫（☆）の位置．（国土地理院25,000分の1地図，神子元島）

Fig. 1　Location maps of the study site. (a) Map of the Izu peninsula. Photograph was downloaded with permission from Geospatial Information 
Authority of Japan (https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html) (b) Map of study site on a 1:25,000 scale topographic map of the 
Mikomoto-jima districts (published by the Geospatial Information Authority of Japan). Star means the site of a very coarse boulder which 
are attached by emerged sessile assemblages.
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図2　巨礫と離水したPomatoleios kraussii（ヤッコカンザシ）の棲管集合物の写真（a）は遠景．（b）は1974年の伊豆半島沖地震による巨
大落石（飯田・正木，1975），（c），（d），（e），（f）は近景．（g）はP. kraussiiの棲管集合物．

Fig. 2　Photographs of boulder and emerged cluster of calcareous tubes of Pomatoleios kraussii. (a): Distant views. (b): Photograph of fallen 
giant rocks caused by the 1974 Izu Peninsula earthquake (Iida & Masaki, 1975). (c), (d), (e) and (f): Close views. (g): Close view of cluster 
of calcareous tubes of Pomatoleios kraussii.
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いない期間だったので，営力を特定できた．しかし，そ
れ以前の巨礫の移動・回転の営力を特定するには，その
場所における高波や津波の前後での巨礫の位置の比較が
可能な位置情報の蓄積が必要となる（Goto et al.，2012；
Yamada et al.，2014；Kennedy et al.，2017；Kitamura et 
al.，2017）．

まとめ

静岡県南伊豆町入間湾でPomatoleios kraussii（ヤッコ
カンザシ）の棲管の集合体が付着した極粗粒巨礫が発見
された．棲管の 14C年代値は1950年以降を示した．この
結果と産状および伊豆半島沖地震の被災記録を踏まえる
と，巨礫の回転は1979年の台風20号（typhoon Tip）に
よる可能性が高い．
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